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今
年
、
２
０
１
０
年
は
「
韓
国

併
合
」
１
０
０
年
で
も
あ
り
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
韓
国
政
府
は

韓
国
独
立
に
寄
与
し
た
戦
士
と
し

て
、弁
護
士
・
布
施
辰
治
に
建
国
勲

章
を
贈
り
ま
し
た
。
布
施
辰
治
は

戦
前
の
暗
黒
の
時
代
、
日
本
が
韓

国
を
植
民
地
化
し
た
な
か
で
、
韓

国
民
衆
の
側
に
立
っ
て
、
生
活
と

権
利
の
擁
護
に
奔
走
し
ま
し
た
。

こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

は
、
今
年
が
布
施
辰
治
生
誕
１
３

０
年
を
記
念
し
て
。
ど
ん
な
弾
圧

に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
人
間
の
誇

り
を
輝
か
せ
た
弁
護
士
・
布
施
辰

治
の
生
き
方
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

布
施
辰
治
は
宮
城
県
石
巻

市
に
生
ま
れ
、
１
９
０
２
年

（
明
治
35
年
）、
明
治
法
律
学
校

で
学
び
、
21
歳
で
法
曹
界
に
入

り
、
徹
底
し
て
民
衆
の
中
に
あ
っ

て
、
生
命
、
人
権
を
守
る
「
社
会

の
一
兵
卒
」
と
し
て
弁
護
士
人
生

を
歩
み
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
の
日
本
。
軍
事

化
と
近
代
化
を
進
め
た
「
富
国
強

兵
政
策
」
は
、
公
害
の
原
点
と
い

わ
れ
る
足
尾
鉱
毒
問
題
や
、
さ
ら

に
は
、
言
論
・
思
想
の
自
由
の
圧

殺
、
韓
国
人
・
中
国
人
な
ど
多
く

の
東
ア
ジ
ア
の
人
々
を
強
制
連
行

し
、
数
百
万
人
も
の
殺
戮
を
行
な

っ
た
侵
略
戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ

て
、
布
施
辰
治
は
命
の
大
切
さ
、

言
論
・
思
想
の
自
由
、
民
族
の
誇

り
を
守
る
た
め
に
命
が
け
で
弁
護

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

「
生
く
べ
く
ん
ば
民
衆
と
と
も

に
、
死
す
べ
く
ん
ば
民
衆
の
た
め

に
」。
こ
れ
は
、
生
涯
を
民
衆
の

側
に
立
っ
た
弁
護
士
・
布
施
辰
治

の
言
葉
で
す
。「
一
人
だ
っ
て
見

殺
し
に
さ
れ
て
い
い
人
類
な
ど
い

な
い
」
と
い
う
言
葉
も
残
し
て
い

ま
す
。
い
ま
全
国
で
自
主
上
映
運

動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
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２
０
０
４
年
10
月
、「
日
本
か
ら
遣
唐
使
と
し
て
渡

っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
井
真
成
（
い
の
ま
な
り
）
と
い

う
人
物
の
墓
誌
が
中
国
・
西
安
市
（
昔
の
長
安
）
内
の

工
事
現
場
か
ら
発
見
さ
れ
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、

現
地
で
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
て
い
た
西
北
大
学
が
発
表

し
、
日
本
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
墓
誌
と
は
、
遺
体

を
埋
葬
し
た
墓
の
上
に
置
か
れ
た
故
人
の
経
歴
を
刻
ん

だ
四
角
い
石
の
こ
と
。「
姓
は
井
、
字
（
あ
ざ
）
は
真

成
、
国
は
日
本
と
号
す
。
生
ま
れ
つ
き
優
秀
で
、
国
命

で
遠
く
唐
に
ま
で
来
て
、
懸
命
に
努
力
し
た
。
学
問
を

修
め
、
正
式
な
官
僚
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
、
活
躍
ぶ
り

は
抜
き
ん
で
い
た
が
、
急
病
を
患
い
、
開
元
22
年
（
７

３
４
年
）
の
１
月

に
36
歳
に
て
官
舎

で
亡
く
な
っ
た
。

（
中
略
）
体
は
こ

の
地
に
埋
葬
さ
れ

た
が
、
魂
は
故
郷

に
帰
る
に
違
い
な

い
」
と
い
う
意
味

の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

墓
誌
は
、
現
存
す

る
「
日
本
」
の
文

字
の
入
っ
た
最
古

の
資
料
と
し
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。「
井
」
の
姓
か
ら
、
当
時
多
く
の
遣
唐
使
を
輩
出

し
て
い
た
「
葛
井
（
ふ
じ
い
）
氏
」
ま
た
は
「
井
上

（
い
の
へ
）
氏
」
の
一
族
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

一
族
が
住
ん
で
い
た
大
阪
府
藤
井
寺
市
が
井
真
成
の
出

生
地
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
墓

誌
発
見
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
藤
井
寺
市
民
か
ら
「
せ

め
て
墓
誌
の
形
で
も
い
い
か
ら
里
帰
り
を
さ
せ
て
あ
げ

た
い
」
と
運
動
が
起
こ
り
、
２
０
０
５
年
、
実
に
１
２

８
８
年
ぶ
り
に
里
帰
り
が
実
現
し
ま
し
た
。
19
歳
で
阿

倍
仲
麻
呂
ら
と
唐
に
渡
り
、
若
く
し
て
赴
任
先
で
亡
く

な
っ
た
留
学
生
・
井
真
成
の
生
涯
に
は
謎
が
多
く
、
歴

史
の
ロ
マ
ン
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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　1945年（昭和20年）８月14日午後１時
前後、米軍のＢ29爆撃機が大阪城周辺に
あった兵器工場を空襲し、１トン爆弾を
ばらまきました。そばにあった城東線
（現在のＪＲ大阪環状線）京橋駅にも５
つの爆弾が落ち、うち１発が、多数の乗
客が避難していた片町線ホームを直撃し

ました。氏名の判明している死者は217
人。無縁仏になった人は500～600人と言
われています。1947年（昭和22年）に私
費で慰霊碑が建てられ、毎年８月14日に
慰霊祭が行われています。終戦（８月15
日）前日の空襲でした。たった一日の違
いで大勢の人たちが殺されたのです。

　

全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化

財
の
銭
湯
で
す
。
建
物
は
１
９

３
７
年（
昭
和
12
年
）に
建
て
ら

れ
、
文
化
庁
認
定
の
有
形
登
録

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

屋
根
に
は
鯱
（
シ
ャ
チ
ホ
コ
）

が
対
で
並
び
、
そ
の
下
に
は
、

な
ぜ
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
自
由
の
女
神
像
が

立
っ
て
い
ま
す
。「
入
浴
」↓「
ニ

も
電
気
風
呂
、
サ
ウ
ナ
な
ど
の

施
設
が
整
っ
て
お
り
、
ゆ
っ
た

り
体
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
場
所
は
生
野
本
通
り
商
店

街
の
中
に
あ
り
、
営
業
の
始
ま

る
午
後
３
時
か
ら
深
夜
に
か
け

て
、
お
年
寄
り
や
家
族
連
れ
な

ど
地
元
の
入
浴
者
で
賑
わ
い
ま

す
。
大
阪
の
下
町
に
根
付
い
た

歴
史
的
な
建
造
物
。
銭
湯
フ
ァ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
」↓「
自
由
の
女

神
」
と
い
う
洒
落（
し
ゃ
れ
）で

造
ら
れ
た
そ
う
で
、
手
に
し
て

い
る
の
は
松
明
で
な
く
「
温
泉

マ
ー
ク
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
洋
折
衷
の
造
り
に
な
っ
て
い

る
脱
衣
場
に
は
、
天
井
か
ら
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
風
の
蛍
光
灯
が
吊

り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
浴
場

ン
で
な
く
て
も
一
見
の
、
い
や

「
一
浴
」の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

謎
の
遣
唐
使
・
井い

の

真ま

成な
り

京橋駅爆撃慰霊碑
（大阪市城東区）

１
２
８
８
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た

　

難
波（
な
に
わ
）の
若
き
留
学
生

築78年の歴史的な建造物

終
戦
後
、
大
阪
環
状
線
の
ガ
ー
ド
下
に

慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た　
　
　
　

　インドの登山家・テンジン（1914～1986）の言葉。山登りは常に危険と向き合っています。
厳しい条件のもとで登山を成功させるためには、チームワークが欠かせません。テンジンは
1953年にイギリス人のヒラリーとともに、エベレスト初登頂を果たしました。この時も隊員た
ちの心は熱い友情で結ばれていたことでしょう。テンジン

山には友情がある
　島崎藤村（1872～1943）が友人の民俗学者・柳田国男から聞いた話をもとに作った詩。柳田
が愛知県・渥美半島先端の伊良湖に滞在したときに「浜辺に漂着していた椰子の実を見つけて
感動した」と話したところ、藤村は「その話を僕にくれ給え」と頼んだと言います。大中寅二
が曲をつけ、1936年（昭和11年）ＮＨＫでラジオ放送されました。

名も知らぬ遠き島より
流れ寄る椰子の実一つ

島崎　藤村

源ヶ橋温泉
（大阪市生野区）

自由の女神の手には温泉マークが

ミュージアムメモ

▼所在地／大阪市生野区林寺１－５
－33 ▼交通／ＪＲ大阪環状線「寺田
町」駅下車東へ徒歩約12分 ▼営業時
間／15時～25時 ▼定休日／毎週月曜
日 ▼種類／主湯（深・浅）、電気風
呂、オパール原石風呂、スチームサ
ウナ、水風呂、座湯（ジェット付）

▼入浴料金／大人410円、小学生130
円、乳幼児60円 ▼連絡先／電話06－
6731－4843

「
自
由
の
女
神
」が
迎
え
る

　
　
　
　
　

文
化
財
の
銭
湯

（藤井寺市）

井
真
成
を
記
し
た
墓
碑
の
レ
プ
リ
カ　
　

（
藤
井
寺
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
）

ドキュメンタリー映画

自由と民族の誇りをもった弁護士人生


